
取組内容は？

取組の経緯を教えてください

熊川食料工業株式会社は、創業当時から地元産の三池高菜を原料とした高菜漬けの製造・販

売を行ってきました。近年、地元産高菜の生産量が減少する中、原料確保のための新たな取組

を始めた同社及びJAみなみ筑後の関係者の皆様にお話を伺いましたので、ご紹介します。
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農林水産省九州農政局 福岡県拠点だより
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熊川食料工業株式会社・JAみなみ筑後(みやま市)

意見交換、ありがとうございました！

～ 産地連携で地域の特産品を守りたい！ ～

 熊川食料工業株式会社・JAみなみ筑後(みやま市)
 ～産地連携で地域の特産品を守りたい！ ～

 第２回みどり戦略学生チャレンジ九州ブロック大会受賞結果

 みどりの食料システム戦略のPRを行いました！

原料を安定的に調達するため、補助事業

（産地連携推進緊急対策事業）を活用し、収

穫作業の軽減とそれによる作付け面積の確保

につながるよう、特注の高菜収穫機械を導入

し、地元JAの高菜生産部会と連携して収穫作

業の機械化を進めています。

数年前から気象の影響により地元産高菜の

不作が続いています。また、高菜漬け製造の

ためには、高菜の収穫、ほ場での乾燥、加工

所への搬入等の作業が重労働であり、生産者

の高齢化や労働力不足により、地元産原料の

確保が難しくなってきたところです。

収穫の実演会を行ったところ、その省力化

の有効性が確認できました。一方、ちょうど

よい茎の位置でカットして収穫するためには、

畝の高さ、畝間、株間等を機械に合わせて設

定する必要があることが分かりました。また、

今後地域で広げるために、収穫作業を行うオ

ペレーターの育成が必要ですし、収穫時期の

集中と機械台数、農地の点在による収穫機械

の運搬、収穫機械の管理や運営の主体等の検

討が必要と考えています。

次期作に向けて、収穫機械に合わせた畝の

高さの設定を徹底する等、できるところから

課題を解決し、収穫機械の利用拡大と産地の

維持を図っていきたいと考えています。

課題や今後の展望は？

▷ 令和７年度補正予算 持続的な食料システム確立緊急対策事業のうち 産地連携支援緊急対策事業（事務局サイト） https://www.lapita.jp/2026/02/maff-sanchirenkei2026.html

▷ 食品産業の原材料の安定調達（農林水産省サイト） https://www.maff.go.jp/j/shokusan/sanki/soumu/syokuhin_gen_zairyou.html

（写真：一部JAみなみ筑後様よりご提供）収穫実演会の様子



大学・専門学校の部 九州農政局特別賞高校の部 九州農政局特別賞

糸島の除草屋さん

～人にもヤギにも美味ぇ

話～

福岡県立水産高等学校

高校の部 九州みどりチャレンジ賞

福岡県立遠賀高等学校

【お問合せ先】 九州農政局福岡県拠点地方参事官室
〒812-0018 福岡県福岡市博多区住吉3-17-21 TEL 092-281-8261（代表）
https://www.maff.go.jp/kyusyu/fukuoka/index.html

第2回みどり戦略学生チャレンジ九州ブロック大会受賞結果

みどりの食料システム戦略のPRを行いました！

https://www.maff.go.jp/kyusyu/seisan/gizyutu/midori/gakuchalle_R7.html

食物栄養学部の学生と担当教員の皆様。企業や高校等と連携し、竹炭
かりんとうを商品化。多くの方が地域の竹害に気づくきっかけに！

放置竹林を活用した竹炭・竹酢液の作
製と農業への挑戦 ～地域資源を活用した循環

型農業の確立を目指して～

九州栄養福祉大学

北九州から全国へ 

大学・専門学校の部 九州みどりチャレンジ賞

農林水産省では、将来を担う若い世代へ環境に配慮した取組を促すため、全国の高校生や

大学・専門学校生がチャレンジした「みどりの食料システム戦略」に関わる環境にやさしい

取組の表彰を実施しています。第２回大会では、全国から387件の応募、そのうち福岡県から

６件の応募があり、九州ブロック大会で各種賞を受賞しました！おめでとうございます！

竹炭かりんとうJET BLACK
たけすみ

生徒と先生等の皆様。放置竹林の拡大を防ぐため、竹炭を散布
した土壌の物理・化学的変化等を調査。その活用を目指す！

九州農政局とイオン九州株式会社の共催で開催されたイベ

ント「“環境にやさしい農産物”を知って!食べて!」（イオン福

岡店、１月10日～11日）で、みどり戦略のPRを行いました。

有機農産物や環境負荷低減の取組を見える化した「みえるら

べる」を表示した農産物などの"環境にやさしい農産物"の販

売・試食のほか、パネル展示や「豆運び」ゲームなどを行い、

たくさんの方に参加いただきました。

福岡県立糸島農業高等学校 福岡県立遠賀高等学校

取組タイトル 取組タイトル

廃棄キャベツを有効利

用！地域の新ブランド  

キャベツサザエ の養殖

福岡ホテル・ウェディング＆製菓調理専門学校

地域イチゴ農家の持続

的な発展に向けた研究

学生ランチ4年間、ありがとうの一皿をどうぞ！

～強電解水を用いた病害防除

と自然エネルギーの活用～

取組タイトル 取組タイトル 取組タイトル

取組タイトル

～環境配慮型農産物を実践し地域貢献へ～

「 」

▷ 第２回（令和７年度）みどり戦略学生チャレ

ンジ受賞結果（九州農政局サイト）

https://www.maff.go.jp/kyusyu/seisan/gizyutu/midori/gakuchalle_R7.html
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